
ひとの動き

r現地 滞在署 _

◇ イン ドネシ7 ･ホコール植物園しこ,留学馴 用

を1カ月延長 し/i:山田 勇氏 (lJ1-人農学誹大学

昆)出,.'i,rr在｡

◇ イン ドネシア ･ガジャマグ大学文学 .鮎 二お't

て土屋健治氏 (東大教養部大学院)揺,申.部シ

ャワを中心 とする独立前の民族運動を研究中 C

◇ 海田能宏助手 (東南ア研)はひき続 きタイ国
cjjJ )ん机 ､排水に園する研究調査 ヒセンター ･

-ミンコク連絡事務所長代理 ヒして滞在〔

◇伊藤邦華氏は熱帯病学上聞 す る研究 o)/ため

(､と11LtuttaSellOOl()iTr｡1)ical ユJL!(liCillL: .工向

け10月15日氾発｡

◇堀内孝次氏 (京大農学部大学院)は熱帯しこお

け -j水稲の生理生態 的 研究 '三.,主にマレーシ

ア ･ケダー州の農事試験場∴二出 て行i⊥つT二め

1りJllU出発 ｡.

◇金山清一氏 (京大二工学部大学院)は (ン ト不

シ7 ･バン ドン工 科大学.'=お いて第三紀火成活

動に伴う鉱床の研究のため12月1()口fij発O

◇ シカゴ大学において文化人類学のJ批11古土jj法

論の研究 一三J行なうため,前田成文助手 (東南7

研)は12月25日出発｡

〔センタ-来訪者〕

◇タイ国チュラロンコン人草政治学,:I.11廿).,iJjア

ジア研究所 (Lhiとlnln止ltLltL､)所長 Somsakdi

Xuto教授は10月 と‖｣センター,JL,訪れ,iLIJ研究所

とセンターとの研究協力:I,)封Jfu威 す,j上共.i,

HlicglOilal('L,(,i)L･r〔Lti｡11111SuL1tilU｡Lbt15iLL

と題する講演,i,行/jiった〔

◇イン ドネシア入学文化人類学主任教授

丘oentjaranirLgrat 氏は lL)月2畔亨上L)31日まで

京都｢｣滞在 し,センターレ')スタッフ上イン トネ

ノア研究iこついて話 し合-,,'二｡

◇ノカコ大学人類字教侵 MannirLgNash 氏は

11月1[十ヒンjZ-与,i吊1,-tlンクーの研究訂山

∴関守 ′二川相打,根 占!)/}=｡

◇ オ-ストラリア L11｡11とL511入学C')地理享JFl･B･

L･C.Johnson教授は同大学血 !(]L7シア研究セ

ンター と当-L:ンタ- との研究交流 上沼料交換'J/)

可能性C))打診∴ 訪れたG

◇ SLMュtlillLniとHnlllStitutu りl ⊥＼blこいlStu(li…

の言語学者S¢renEgerod博士Y'1,11月 7トトヒ

ンクーを訪れ,同研究所 とセンタ-と0)研究協

力二一)いて協議 し左 ｡

◇ 先年 Vibitillgi)rofessor として七ンjI一言

滞在した UCL一㌧ojDavidA.Wilson教最は,

11月2OHセンターを訪れ, UCLA a)jZイ研究

の紹介を中心 として,米国における地域研究,J)

現状 と問題点につき講潰 し/+=r

◇ 元メルボルン大学教授で現在慶応入学:二客貢
教授 として滞在中o)W.A.Stargardt教接は,

11月 25日センターにお いて 一̀De､(-1(,lJ111し‥llt

allJDi上)lt)lnaCy''と題する講班を行 十 ｣∴二｢

◇ 12月 1｢h jイ国ITTJati｡nLLllitjSLLこLrChLtt,ulト

Lila)PraphaphittDonavanik 女̀史;二･1セ ンタ

ーを訪れ,センター-C))タイ国にお;十二研究遂行

に闇 し協議 した｡

◇マサチ3.-セッツ大学の Joel池.Halpern

教授は12月LIHセンターにおいてラオスの将来

.'=ついてU)講前を行,JlIっ′Yこr

センター定例研究会

I 地域研究C')那

1.東南アシア大陸部 隔週木曜ul0時-1弼:

2.東南p/'ンア高明部 r,'EI,.j週木曜 日10時-1_711,Jf

Il 分野別研究U)讃5

1.文化 ･社会セミナー 毎週火曜日 l町50分

～ 5時丸)分

2. 経済セ ミナ ー- 毎週木賦 H 1時～ ､川,'J

3.歴史セ ミナー 毎週木曜u/口車 l)分～

5時30分
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Ⅲ 総合研究の部

1.センター研究例会 木曜日 (不定IUj) 6時

～ 8時

2.東南アジア ･セミナー (助手会主催)

毎週火曜日10時～12時

使用テキス ト (12月27日現在)

l.文化 ･社会セミナー :K･A･ Wittfogt;1･

OyienlalDespolisyyl,1957.

(1)ポーター :飯島 茂助教授)

2.経済セミナー :G.Myrdal.Asian Dram a,

1968.

3.歴史セミナ- :G.Co占dcs.Les占iaishind-

ouisisd'Zndochineeid'ZyLdoル∠sbe,1964.

英訳 The Zndianized States of Southeast

AsL-a,1968.

(リポーター :石井米雄教授)

地域セミナー記事

10月 2日 福井捷朗 ｢東南アジアの稲作における

技術的問題一般｣

1O月9日 Dr･SomsakdiXutoHliegionalC0-

0perationinSoutheastAsia"

10月23日 野口英雄 ｢中部ジャバの集落 と都市｣

10月23日 友杉 孝 ｢チャオプラヤ ･デルタの土

地制度- タイ地域研究の基礎視角｣

10月28日 小林一三 ｢マラヤの経済発展 と経済的

ナショナ l)ズム｣
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10月30日 Prof･Kocntjaraningrat HCurrent

SituationofSocialStudiesinIndonesia"

11月4日 石井米雄 ｢小乗仏教の構造｣

11月13日 辻井 博 ｢タイの経済発展について｣

11月20日 Prof.David A.Wilsoll ｢最近の

UCLA におけるタイ研究｣

11月25日 Prof.W･A.Stargardt -̀Dcvulop一

mentandDiplomacy"

11月27日 久馬-剛 "PaddySoilsin Tropical

Asia〟

12月4日 1)rof･JouI MIHalpern｢PCasant

Socicty の諸問題- 特にラオスを中心 とし

て｣

12月10日 水野浩一 ｢文化的主題 と格言- 東北

タイ｣

12月23日 石井米雄著 u~｣戒律の救い』学評会

研究例会記事

lo月 e)日 東中秀雄 ｢イン ドネシアから帰って｣

10月30日 口羽益生 ｢暴動後のマレーシアの情勢

とアロール ･ジャングス｣

東南アジア ･セミナー(助手会主催)記事

10月 7日 三谷 恭之 HGeneral Structuru of

GrammarH

10月21日 坪内良博 ｢婚姻の安定性について｣


